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可逆計算は熱力学的な可逆過程における計

算であり、無限にゆっくり動作させることによ

り、計算に伴う消費エネルギーを無限小にする

ことが可能である。我々は、超伝導回路である

断熱的量子磁束パラメトロン  (Adiabatic 

Quantum-Flux-Parametron; AQFP) [1] 回路によ

る可逆計算が可能である可逆量子磁束パラメ

トロン  (Reversible Quantum-Flux-Parametron; 

RQFP) [2] を用いた可逆計算機の開発を行っ

ている。 

今回RQFPを用いた 8-word by 1-bitレジスタ

ファイルを設計し、測定を行った。RQFP を用

いた8-word by 1-bitレジスタファイルのレイア

ウト図を Fig. 1に示す。接合数は 3456接合、

可逆性を保証するために必要なごみの出力数

は 76 であった。測定において 8-word by 1-bit

レジスタファイルが正常動作していることを

確認した。 
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Fig. 1 Layout of an 8-word by 1-bit register file 

using RQFP, where Iw0, Iw1, Iw2, Ira0, Ira1, Ira2, Irb0, 

Irb1, Irb2 and Idata are input currents, Vouta and Voutb 

are output voltages. 
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